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あとがき 

 

『キリスト教学研究室紀要』第三号をお送りいたします。京都大学キリスト教学専修

（研究室）刊行の「研究室紀要」も、2013年度の創刊から、今回で第三号を迎えました。

紀要の第三号を無事に刊行することができたことについて、執筆者、そして編集担当者に

心から感謝を申し上げたい。 

キリスト教学研究室は、多様な研究テーマと取り組む教員と大学院生から構成された一

つの研究共同体として運営されているが、特に、大学院生の研究発表を中心に行われる

「第二演習」紀要は研究室の共同研究の中心的な場となっている。紀要はこうした研究室

の活動を年度単位における研究成果としてまとめたものであり、ここにキリスト教学研究

室の一年の歩みを辿ることができる。本号収録の「２０１４年度・第二演習の記録」に記

載の大学院生の研究には、日本基督教学会や日本宗教学会などの諸学会の学術大会におけ

る研究発表や雑誌論文に結実したものが多く含まれているが、さまざまな事情から学会誌

などにおける掲載には至らなかったものにも、論文としてまとめるに値するものが少なく

ない。こうした研究発表に発表の場を与えることが紀要刊行の目的の一つに他ならない。 

大学を中心とした学問の現場では、成果主義が蔓延し、その弊害についてはすでに多く

の指摘がなされている。研究発表や論文におけるデータ捏造や使い回し、そして盗作は、

生命科学などの最先端研究分野だけでなく、多くの学的分野における学位論文から学生レ

ポートにまで広がっており、深刻な状況と言える。研究者倫理が叫ばれるのも当然であろ

う。しかし、これから研究職を目指そうとする大学院生など若手研究者にとって、この成

果主義の現実を完全に無視することはきわめて困難であり、論文発表の場を確保すること

は切実な問題となっている。紀要という形において、研究室の研究活動を記録すること

は、研究共同体としてのキリスト教学研究室の発展にとって重要な意味をもつことは言う

までもないが、同時に、本紀要が大学院生に論文執筆の機会を与えることを目的としてい

ることは、以上の若手研究者を取り巻く状況と無関係ではない。 

 本紀要の充実には、査読体制の確立など課題も少なくないが、当面は、大学院生の研究

論文、研究ノート、書評に加え、教員（常勤と非常勤）による研究論文を掲載することに

よって、研究論集としての十分な水準が確保されることを期待している。 

なお、本紀要は、研究室のホームページ、あるいは京都大学学術情報リポジトリにおけ

る公開を中心としており、基本的には電子ジャーナルとして企画されている。一定部数の

印刷製本も行われるが、それは必要最小限のものとなる。電子ジャーナルとすることによ

って、キリスト教学研究室の研究活動が研究室外の方々に広く知っていただけるならば、

幸いである。 

 

２０１４年３月                    キリスト教学専修・教授 
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